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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）
＜連絡事項＞

・インターネット閲覧時の使用ソフトにウイルス感染の恐れがある為、インターネットの検索、閲覧等、外部との接続はしない様にして下さい。ＷＩＺの閲覧は問題なく行えますので、周知して下さい。

・面会票（特に面会場所や時間等）の記入漏れが目立っています。漏れが無い様、確実に記入をお願いします。

＜患者様連絡事項＞

・宮本　建蔵様～外泊からの帰院予定を１３時としていましたが、保護者様より１４時へ変更の連絡あり、本日問題なく帰院されています。今後の方向性について確認する予定でしたが、送りも知人の方であった為、未確認となっています。保護者様へ電話連絡すると、「近いうちに…。」との返答頂いています。

・赤石　陽介様～5/7（水）から5/8（木）外泊予定としていますが、出発時の時間設定がなされていません。母様が近日中に来院すると本人話されていますので、時間を確認後、食事の兼ね合いもあるので栄養に電話連絡して下さい。

・川上　牧子様～シンラック液が２本処方となっています。

・若松　健一様～主治医より、外出許可が下りています。退院前訪問指導も実施予定となっており、関係部署には連絡済です。
・袴田　将志様～運転免許証の更新の為、外出希望聞かれていました。主治医より許可が下りています。

＜安ヶ平Dr診察＞

・市川　真紀子様～シンラック液が２本処方となっています。

・佐川　光俊様～予測指示が5/15（木）まで継続処方となっています。来週の定期薬より、薬剤調整する予定となっています。

・佐々木　常夫様～内科診察にてｃｋ値が高く、肝機能が悪いと説明を受け、本人希望にてタスモリン１Ａ筋注実施しています。明日5/1（木）朝より、ネオファーゲンＣ　６Ｔ　３×ｎｄＥが追加処方、以後定期、予測指示が5/15（木）まで継続処方となっています。

・豊巻　薫様

　工藤　綾子様

　木村　忠志様　　　　予測指示が5/15（木）まで継続処方となっています。

　伊藤　五十二様

　長谷川　陽一様

・春本　司郎様～安ヶ平Drより転院に関する情報提供書を記入して頂いています。明日、馬渡Drへ報告していきましょう。

＜要注目患者様＞

・佐々木　常夫様～先日の外出後より気分の高揚、他者へ話し掛けの多さ目立っています。検査データや内科診察の結果を気にされ、主治医へ注射を希望する等、落ち着きない様子伺えています。精神症状の観察と共に、気分の安定を図れる様、都度介入していきましょう。

＜新入院患者様＞

中村　るみ子様（40）

主病名：統合失調症、軽度精神遅滞　　　主治医：田名部Dr　　　入院形態：任意入院
経過：H25.9.30当院退院後は、「もくもっく」へ通所しながらショートステイを利用していた。それなりに安定した生活を送っていたがＨ26年4月に入り、情緒不安定、通所拒否、親との口論が増える。4.21頃より周囲の環境に対し不満を抱き苛々感増悪あり、4.27頓服薬服用後も苛々感治まらず、叫ぶ等の行動が出現。本日も苛々感強く本人様より受診希望の電話あり、主治医不在の為、深澤Ｄｒ報告し4.29、16：30診察。本人希望によりレボトミン（25）1Ａ筋注施行。苛々時の頓服薬追加処方となっていた。両親・本人より入院希望あり、昨日14：30西Ａユニットへ任意入院となる。入院後は自身の行動について振り返り、話しながら感情失禁見られているが、傾聴する事で落ち着いている。以後は、喫煙後は自室にて落ち着いて過ごす事出来ている。精神症状の変化に注意し、本人の訴えを傾聴すると共に、行動の振り返りを行いながら対処方法等を本人の理解度に合わせ一緒に考えていけるよう、介入していく。

指示：入院期間は2～3ヶ月を予定。服薬は当院処方の持参薬を継続していく。

その他：本日の様子としては自室と喫煙室を往復し、時折来詰しては感情失禁、情動不安定さ見られている。9：30、予測指示の頓服（ジプレキサ）服用。訴えを傾聴する事で落ち着かれている。日課等はスムーズに行えており、他者との交流も適度に取れている。昨日より下痢の訴えあり。下痢・不眠時の予測指示が処方となっている。　　　　　　　　

